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演題名: 診療情報の可視化による知識探索の紹介

演者名: 鈴木 英夫

私が発表する今回の演題について開示すべきＣＯＩはありません。
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医療の質に関する知識:医療の質の評価方法医療の質に関する知識:医療の質の評価方法

• 医療の質は、ストラクチャー、プロセス、アウトカムのトータルで測ることがで
きる

• ストラクチャーを測るにはKPI (Key Performance Indicator) を用
いる

• プロセスを測るにはCI (Clinical Indicator) を用いる

• アウトカムを測るには
• 費用効果分析

• 臨床におけるアウトカム（転帰、生存率など）とその費用の分析
• 費用最小化分析

• プロセスが違うがアウトカムが同じ場合、その費用の比較分析
• 費用便益分析

• アウトカムに対する支払意思額の分析（他業界との比較が可
能）

• 費用効用分析
• QOL（主観的価値観）とその費用の分析

• QOLとは、フィジカル、メンタル、ソーシャルの主観的評価のトータルな評価

QOLとは、全人的な観点からの尺度である
私は、寝たきりでも良いので⾧く生きたい
私は、病気と治療と痛みに対する恐怖がないようにしたい
私は、多少寿命が縮んでも、普通の生活を維持したい

QOLとは、全人的な観点からの尺度である
私は、寝たきりでも良いので⾧く生きたい
私は、病気と治療と痛みに対する恐怖がないようにしたい
私は、多少寿命が縮んでも、普通の生活を維持したい

ADL(Activities of Daily Living)
日常生活動作の客観的評価

ADL(Activities of Daily Living)
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QOL(Quality of Life)
全人的な価値観の主観的評価

QOL(Quality of Life)
全人的な価値観の主観的評価

プロセスプロセス アウトカムアウトカム

ストラクチャー

クォリティー

ストラクチャー

クォリティー

KPI

QOL

CI

QI
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医療の質に関する知識:好循環と悪循環医療の質に関する知識:好循環と悪循環

アウトカムアウトカム プロセスプロセス

ストラクチャー

クォリティー

ストラクチャー

クォリティー

環境の向上

医療従事者の

満足度

上昇

患者の

満足度

上昇

環境の悪化

医療従事者の

満足度

下降

患者の

満足度

下降

アウトカムアウトカム プロセスプロセス

ストラクチャー

クォリティー

ストラクチャー

クォリティー

効率があがる
残業が減る

患者に集中で
きる

ミスが減る

患者が増え経
営が良くなる
資源に投資で

きる 雑用が増え
余裕がなくなる

患者に集中で
きず

ミスも増える

患者が減り
経営が悪化す

る
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分析に関する知識:指標、可視化、分析は、何のために必要なのか分析に関する知識:指標、可視化、分析は、何のために必要なのか

課題を明確にし:可視化課題を明確にし:可視化

原因を見つけ出し:分析原因を見つけ出し:分析

解決案を考え:指標解決案を考え:指標

改善する:PDCA改善する:PDCA

•実施する•評価する

•計画を立て

る
• 修正す

る

Action Plan

DoCheck

AnalyticsAnalytics

Data WarehouseData Warehouse

Business IntelligenceBusiness Intelligence

ApplicationsApplications

可視化

Visualizati
on

分析

Analy
tics

最適化

Optimizati
on
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分析に関する知識:医療におけるBSCのための課題選択分析に関する知識:医療におけるBSCのための課題選択

量的な基準だけではなく、質的な基準も加えて、課題の優先順位を決める

△ ◎

× ○

収益（高）

質（低） 質（高）

収益（低）

財務の視点

顧客の視点

業務プロセス
の視点

学習と成⾧の
視点

財務の視点

顧客の視点

業務プロセス
の視点

学習と成⾧の
視点
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課題マップ 投資対効果:経営(ストラクチャー）の視点課題マップ 投資対効果:経営(ストラクチャー）の視点
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課題マップ 投資対効果:業務(プロセス）の視点課題マップ 投資対効果:業務(プロセス）の視点
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課題マップ 投資対効果:患者(アウトカム）の視点課題マップ 投資対効果:患者(アウトカム）の視点
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分析に関する知識:BSCにおける指標の因果関係の間違った定義分析に関する知識:BSCにおける指標の因果関係の間違った定義

初診患者数

初来患者数

外来患者数

日帰り手術件数
入院患者数

外来化学療法数 手術患者数 合併症患者数

感染症患者数

直観的に作成した
因果関係

入院患者が減少してきた
↓

外来患者数は変わらない
↓

外来化学療法と日帰り手術が
増えている

↓
合併症、感染症のリスクを説明

して入院を勧めた
↓

入院患者数は増えなかった
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分析に関する知識:BSCにおける指標の因果関係の正しい定義分析に関する知識:BSCにおける指標の因果関係の正しい定義

初診患者数

初来患者数

外来患者数

入院患者数

手術患者数 合併症患者数

感染症患者数

分析により作成した
因果関係

入院患者が減少してきた
↓

外来患者数の総数は
は変わらないが

入院に関係している診療科の
外来患者数が微減していた

↓
アクションプランを見直して

初来患者、初診患者を増やす
ようにした

↓
入院患者数は増えてきた
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診療科別、病名別、平均在院日数診療科別、病名別、平均在院日数
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入院週数、術後週数別、病棟別、診療科別患者数入院週数、術後週数別、病棟別、診療科別患者数

入院週数≧6週 かつ 術後週数≧2週の患者は?

1名: xx病棟、yy病室、zz病床、ww科
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再診予約と診察時間再診予約と診察時間
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指示受け時間帯別件数指示受け時間帯別件数
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手術計画時間と実施時間手術計画時間と実施時間
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症例検索（診断）症例検索（診断）
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リハビリ実施レポート（スキルマネージメント）リハビリ実施レポート（スキルマネージメント）
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透析患者分析透析患者分析
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共通データモデルによりビッグデータ分析が可能共通データモデルによりビッグデータ分析が可能

C社
カルテ

SDM
データウエ
アハウス

B社
カルテ

A社

カルテ

SDM
データウエ
アハウス

SDM
データウエ
アハウス

互換性

互換性

分析の共有化
（100%共有可）

共通データモデル変換
（80%以上再利用可）

A社用
マッピング

B社用
マッピング

C社用
マッピング

SDMは定義が統一されているため、分析手法を共有することが可能、また患
者IDを匿名化しているため各所のデータを収集し容易にビッグデータ化するこ
とも可能

SDMは定義が統一されているため、分析手法を共有することが可能、また患
者IDを匿名化しているため各所のデータを収集し容易にビッグデータ化するこ
とも可能

ビッグデータ化


